
(57)【要約】

【課題】本発明は、回動操作端をカメラマンの手で感じ

取ることができるマニュアル操作を実現するとともに、

オートフォーカス制御において同一の回動操作部材によ

り修正操作を行うことができ、且つ、オートフォーカス

制御において回動操作端を感じることなく回動操作する

ことができるテレビレンズの操作装置を提供する。

【解決手段】フォーカスデマンド２８には、マニュアル

モードとオートフォーカスモードを切り替える切替装置

７４を有している。切替装置７４は、クリックボール７

６によって操作ノブ３４が採り得る二つの位置に応じて

マニュアルモードとオートフォーカスモードに切り替え

る装置である。クリックボール７６を溝８４に係合させ

ると、ピン９０が連結板９６の凹部９４に係合するので

、操作ノブ３４の回転が軸７８、ギヤ８８、連結板９６

を介してポテンショメータ６６に伝達される。また、連

結板９６のストッパ９８がストッパ１００に当接される

ため、ポテンショメータ６６は０°～約３６０°の範囲

でその回動が規制される。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 と 、
　 前 記 本 体 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ た 回 動 操 作 部 材 と 、
　 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 に 基 づ い て レ ン ズ を 移 動 さ せ る レ ン ズ 制 御 部 と 、 　
　 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 範 囲 を 規 制 す る 規 制 部 材 と 、
　 前 記 規 制 部 材 に よ る 前 記 規 制 を 実 行 ／ 解 除 す る 切 替 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 規 制 部 材 が 前 記 切 替 手 段 に よ っ て 前 記 規 制 を 実 行 す る 側 に 切 り 替 え ら れ る と 、 前 記
レ ン ズ 制 御 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 を 検 出 す る 絶 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出
情 報 に 基 づ き レ ン ズ を 移 動 さ せ 、
　 前 記 規 制 部 材 が 前 記 切 替 手 段 に よ っ て 前 記 規 制 を 解 除 す る 側 に 切 り 替 え ら れ る と 、 前 記
レ ン ズ 制 御 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 を 検 出 す る 相 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出
情 報 に 基 づ き レ ン ズ を 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の テ レ ビ レ ン ズ の 操 作
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 は 、 テ レ ビ レ ン ズ の フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 操 作 す る 操 作 装 置
で あ り 、
　 前 記 絶 対 位 置 検 出 手 段 は 、 ポ テ ン シ ョ メ ー タ で あ り 、
　 前 記 相 対 位 置 検 出 手 段 は 、 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 に 係 り 、 特 に フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 至 近 端 か ら 無 限 遠 ま
で の 焦 点 位 置 に 移 動 さ せ る フ ォ ー カ ス デ マ ン ド 等 の テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 フ ォ ー カ ス デ マ ン ド の 操 作 ノ ブ を 回 動 操 作 し て フ ォ ー カ シ ン グ を 行 う フ ォ ー カ ス 操 作 装
置 が 特 許 文 献 １ に よ り 知 ら れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 回 動 操 作 端 を カ メ ラ マ ン の
手 で 感 じ 取 る こ と が で き る マ ニ ュ ア ル 操 作 を 実 現 す る と と も に 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に
お い て 同 一 の 操 作 ノ ブ に よ り 修 正 操 作 を 行 う こ と を 可 能 と し た テ レ ビ レ ン ズ の フ ォ ー カ ス
操 作 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の フ ォ ー カ ス 操 作 装 置 に よ れ ば 、 所 定 回 転 角 度 の 第 １ 作 動 範 囲 （ ０ ° ～ ７ ２ ０ ° ） 及
び 第 １ 作 動 範 囲 外 で 第 １ 作 動 範 囲 内 の ト ル ク よ り も 大 き い ト ル ク で 回 転 す る 無 限 の 第 ２ 作
動 範 囲 を 設 定 し た 操 作 ノ ブ と 、 第 １ 作 動 範 囲 内 の 操 作 ノ ブ の 回 転 位 置 を 検 出 す る ポ テ ン シ
ョ メ ー タ と 、 第 １ 作 動 範 囲 及 び 第 ２ 作 動 範 囲 内 で の 回 転 状 態 を 検 出 す る ロ ー タ リ エ ン コ ー
ダ と を 備 え て お り 、 マ ニ ュ ア ル モ ー ド で は ポ テ ン シ ョ メ ー タ か ら の 出 力 に 基 づ い て フ ォ ー
カ ス レ ン ズ を 駆 動 し 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド で は ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ の 出 力 に 基 づ い て
フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 修 正 駆 動 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ７ １ ０ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ３ ９ ９ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ の フ ォ ー カ ス 操 作 装 置 は 、 マ ニ ュ ア ル モ ー ド 時 に お い て ト ル ク の 差 に よ り 回
動 操 作 端 を 手 で 感 じ 取 る こ と が で き る が 、 こ の 回 動 操 作 端 は マ ニ ュ ア ル モ ー ド 時 の み 感 じ
取 れ れ ば よ い も の で あ っ て 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド で は 感 じ 取 る 必 要 が な い 。 し か し な
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が ら 、 特 許 文 献 １ の フ ォ ー カ ス 操 作 装 置 は 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド 時 の 回 動 操 作 時 に お
い て も 前 記 回 動 操 作 端 を 手 で 感 じ 取 る こ と が で き る た め 、 カ メ ラ マ ン は 現 モ ー ド が オ ー ト
フ ォ ー カ ス モ ー ド で あ り な が ら マ ニ ュ ア ル モ ー ド で あ る と 錯 覚 し て し ま う と い う 問 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 回 動 操 作 端 を カ メ ラ マ ン の 手 で 感 じ
取 る こ と が で き る マ ニ ュ ア ル 操 作 を 実 現 す る と と も に 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い て 同
一 の 回 動 操 作 部 材 に よ り 修 正 操 作 を 行 う こ と が で き 、 且 つ 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い
て 回 動 操 作 端 を 感 じ る こ と な く 回 動 操 作 す る こ と が で き る テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 体 と 、 前 記 本 体 に 回 動 自 在 に
設 け ら れ た 回 動 操 作 部 材 と 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 に 基 づ い て レ ン ズ を 移 動 さ せ
る レ ン ズ 制 御 部 と 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 範 囲 を 規 制 す る 規 制 部 材 と 、 前 記 規 制 部 材 に
よ る 前 記 規 制 を 実 行 ／ 解 除 す る 切 替 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 規 制 部 材 に よ る 回 動 操 作 部 材 の 回 動 範 囲 の 規 制 を 、 切
替 手 段 に よ っ て 実 行 ／ 解 除 す る 。 例 え ば 、 フ ォ ー カ ス の マ ニ ュ ア ル 操 作 時 に は 、 切 替 手 段
に よ っ て 規 制 部 材 を 実 行 側 に 切 り 替 え る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 は 、 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操
作 端 を カ メ ラ マ ン の 手 で 感 じ 取 る こ と が で き る マ ニ ュ ア ル 操 作 を 実 現 で き る 。 ま た 、 オ ー
ト フ ォ ー カ ス 制 御 時 に は 、 切 替 手 段 に よ っ て 規 制 部 材 を 解 除 側 に 切 り 替 え る 。 こ れ に よ り
、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い て 同 一 の 回 動 操 作 部 材 に よ り 修 正 操 作 を 行 う こ と が で き 、
且 つ 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い て 回 動 操 作 端 を 感 じ る こ と な く 回 動 操 作 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 規 制 部 材 が 前 記 切 替 手 段 に よ っ て 前
記 規 制 を 実 行 す る 側 に 切 り 替 え ら れ る と 、 前 記 レ ン ズ 制 御 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動
操 作 量 を 検 出 す る 絶 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出 情 報 に 基 づ き レ ン ズ を 移 動 さ せ 、 前 記 規 制
部 材 が 前 記 切 替 手 段 に よ っ て 前 記 規 制 を 解 除 す る 側 に 切 り 替 え ら れ る と 、 前 記 レ ン ズ 制 御
部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 を 検 出 す る 相 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出 情 報 に 基 づ
き レ ン ズ を 移 動 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 規 制 部 材 が 切 替 手 段 に よ っ て 規 制 を 実 行 す る 側 に 切 り
替 え ら れ る と 、 回 動 操 作 部 材 は 両 回 動 操 作 端 で 停 止 す る た め 、 レ ン ズ 制 御 部 は 、 回 動 操 作
部 材 の 回 動 操 作 量 を 検 出 す る 絶 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出 情 報 に 基 づ き レ ン ズ を 移 動 さ せ
る 。 一 方 、 規 制 部 材 が 切 替 手 段 に よ っ て 規 制 を 解 除 す る 側 に 切 り 替 え ら れ る と 、 回 動 操 作
部 材 は 無 限 の 範 囲 で 回 動 す る た め 、 前 記 レ ン ズ 制 御 部 は 、 回 動 操 作 部 材 の 回 動 操 作 量 を 検
出 す る 相 対 位 置 検 出 手 段 か ら の 検 出 情 報 に 基 づ き レ ン ズ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に お い て 、 前 記 テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 は 、 テ レ ビ
レ ン ズ の フ ォ ー カ ス レ ン ズ を 操 作 す る 操 作 装 置 で あ り 、 前 記 絶 対 位 置 検 出 手 段 は 、 ポ テ ン
シ ョ メ ー タ で あ り 、 前 記 相 対 位 置 検 出 手 段 は 、 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ で あ る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 は 、 テ レ ビ レ ン ズ の フ ォ ー カ
ス レ ン ズ を 操 作 す る 操 作 装 置 で あ り 、 絶 対 位 置 検 出 手 段 は 、 至 近 端 か ら 無 限 遠 ま で の 焦 点
位 置 に 対 応 す る 絶 対 位 置 を 検 出 す る ポ テ ン シ ョ メ ー タ で あ り 、 相 対 位 置 検 出 手 段 は 、 無 限
の 範 囲 で 回 転 量 を 検 出 す る ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に 係 る テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 に よ れ ば 、 フ ォ ー カ ス の マ ニ
ュ ア ル 操 作 時 に は 、 切 替 手 段 に よ っ て 規 制 部 材 を 実 行 側 に 切 り 替 え る の で 、 回 動 操 作 部 材
の 回 動 操 作 端 を カ メ ラ マ ン の 手 で 感 じ 取 る こ と が で き る マ ニ ュ ア ル 操 作 を 実 現 で き る 。 ま
た 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 時 に は 、 切 替 手 段 に よ っ て 規 制 部 材 を 解 除 側 に 切 り 替 え る の で
、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い て 同 一 の 回 動 操 作 部 材 に よ り 修 正 操 作 を 行 う こ と が で き 、
且 つ 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い て 回 動 操 作 端 を 感 じ る こ と な く 回 動 操 作 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 、 本 発 明 に 係 る テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に
つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 が 適 用 さ れ た テ レ ビ カ メ ラ １ ０ の 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 図 に 示 す テ レ ビ カ メ ラ １ ０ は 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ と カ メ ラ 本 体 １ ４ か ら 構 成 さ れ 、 こ の
テ レ ビ カ メ ラ １ ０ は 、 ペ デ ス タ ル ド リ ー １ ６ の 上 部 に 設 置 さ れ た 雲 台 １ ８ に 、 パ ン 方 向 及
び チ ル ト 方 向 に 移 動 自 在 に 支 持 さ れ る 。 雲 台 １ ８ に は 、 カ メ ラ マ ン が 両 手 で 操 作 す る ２ 本
の パ ン 棒 ２ ２ 、 ２ ３ が 後 方 に 向 け て 延 設 さ れ て い る 。 パ ン 棒 ２ ２ の 端 部 に は 、 レ ン ズ 装 置
１ ２ に ケ ー ブ ル ２ ５ を 介 し て 接 続 さ れ た ズ ー ム デ マ ン ド ２ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 パ ン 棒 ２ ３
の 端 部 に は 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ に ケ ー ブ ル ２ ７ を 介 し て 接 続 さ れ た フ ォ ー カ ス デ マ ン ド （ テ
レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 ） ２ ８ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ズ ー ム デ マ ン ド ２ ６ に は 、 基 準 位 置 か ら 両 方 向 に 回 動 可 能 な サ ム リ ン グ ３ ０ が 設 け ら れ
て い る 。 サ ム リ ン グ ３ ０ が カ メ ラ マ ン に よ り 回 転 操 作 さ れ る と 、 そ の 基 準 位 置 か ら の 操 作
量 、 す な わ ち 回 転 方 向 及 び 回 転 量 に 応 じ た ズ ー ム 指 令 信 号 が ズ ー ム デ マ ン ド ２ ６ か ら レ ン
ズ 装 置 １ ２ に 与 え ら れ 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ の ズ ー ム レ ン ズ が ワ イ ド 側 又 は テ レ 側 に 移 動 さ れ
る 。 こ れ に よ り 、 ズ ー ミ ン グ が マ ニ ュ ア ル 操 作 に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 パ ン 棒 ２ ３ に 固 定 さ れ る フ ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ の 本 体 ３ ２ に は 、 操 作 ノ ブ （ 回
動 操 作 部 材 ） ３ ４ が 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 操 作 ノ ブ ３ ４ が カ メ ラ マ ン に よ り 回 転 操
作 さ れ る と 、 そ の 操 作 量 、 す な わ ち 回 転 方 向 及 び 回 転 量 に 応 じ た フ ォ ー カ ス 指 令 信 号 が フ
ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ か ら レ ン ズ 装 置 １ ２ に 与 え ら れ 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ の フ ォ ー カ ス レ ン
ズ が 至 近 側 又 は 無 限 遠 側 に 移 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 フ ォ ー カ シ ン グ が マ ニ ュ ア ル 操 作 に
よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ の オ ー ト フ ォ ー カ ス 装 置 の 構 成 が 示 さ れ 、 図 ３ 及 び 図 ４ に は フ
ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ の 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に お い て 、 レ ン ズ 装 置 １ ２ に は フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ が 設 け ら れ 、 レ ン ズ 装 置 １ ２
の 後 方 に は Ｃ Ｃ Ｄ ３ ８ が 配 置 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ８ に は 、 所 定 の 信 号 処 理 を 施 し て 映 像 信 号
を 得 る た め の 映 像 回 路 ４ ０ が 接 続 さ れ 、 映 像 回 路 ４ ０ で 形 成 さ れ た 映 像 信 号 は ビ ュ ー フ ァ
イ ン ダ ４ ２ 及 び モ ニ タ へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 映 像 回 路 ４ ０ か ら 出 力 さ れ る 輝 度 （ Ｙ ） 信 号 に 基 づ い て 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス の た
め の 信 号 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 回 路 に は 、 輝 度 信 号 の 高 域 周 波 数 成 分 を 取 り 出 す 高 域 通 過
フ ィ ル タ （ Ｈ Ｐ Ｆ ） ４ ４ 、 デ ジ タ ル 処 理 の た め に 必 要 と な る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ４ ６ 、 画 面 上 の
測 定 エ リ ア 内 の 信 号 を 抽 出 す る ゲ ー ト 回 路 ４ ８ 、 測 定 エ リ ア 内 の 信 号 を 加 算 す る 加 算 器 ５
０ 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 を 統 轄 す る Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ が 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 こ の 回 路 に
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よ れ ば 、 輝 度 信 号 の 高 域 周 波 数 成 分 に よ り 焦 点 評 価 値 （ 焦 点 電 圧 ） を 形 成 し 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２
に よ っ て フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ の 前 後 の 微 小 移 動 時 に お け る 焦 点 評 価 値 に よ り 、 合 焦 位 置
（ 最 大 焦 点 評 価 値 ） を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ に は 、 現 在 の レ ン ズ 位 置 を 検 出 す る 位 置 検 出 器 ５ ４ が 設 け
ら れ る と と も に 駆 動 用 の モ ー タ ５ ６ が 配 置 さ れ る 。 モ ー タ ５ ６ に は 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ 駆
動 回 路 ５ ８ が 接 続 さ れ 、 こ の レ ン ズ 駆 動 回 路 ５ ８ と Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ と の 間 に は 、 デ ジ タ ル 演 算
処 理 を 確 保 す る た め に 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ０ 及 び Ｄ ／ Ａ 変 換 器 ６ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の
レ ン ズ 駆 動 回 路 ５ ８ に よ れ ば 、 前 述 し た 合 焦 位 置 ま で の 距 離 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ か ら 入 力 し
、 位 置 検 出 器 ５ ４ の 検 出 値 に 基 づ き モ ー タ ５ ６ を 駆 動 す る こ と に よ っ て 、 フ ォ ー カ ス レ ン
ズ ３ ６ を 合 焦 位 置 ま で 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ に は 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ４ を 介 し て 、 絶 対 位 置 検 出 手 段 で あ る ポ テ ン シ
ョ メ ー タ （ 可 変 抵 抗 器 ） ６ ６ が 接 続 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ に は 、 カ ウ ン タ ６ ８ を 介 し
て 相 対 位 置 検 出 手 段 で あ る ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ７ ０ が 接 続 さ れ る 。 こ の ポ テ ン シ ョ メ ー
タ ６ ６ 及 び ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ７ ０ は 、 図 ３ 、 図 ４ の 如 く フ ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ の 本
体 ３ ２ 内 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 検 出 手 段 に よ っ て 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 方 向 及 び 回
転 量 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 図 ２ の 如 く Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ に は マ ニ ュ ア ル モ ー ド と オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド を 切 り 替
え る モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ が Ｏ Ｆ
Ｆ 操 作 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ か ら の 検 出 値 を 選 択 し 、 ま た 、 モ ー
ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ が Ｏ Ｎ 操 作 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は と ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ７ ０ か
ら の 検 出 値 を 選 択 す る 。 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ も フ ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ の 本 体 ３ ２
内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た オ ー ト フ ォ ー カ ス 装 置 に よ れ ば 、 ま ず 、 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７
２ に て 選 択 さ れ て い る モ ー ド が オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド か 否 か を 判 定 し 、 マ ニ ュ ア ル モ ー
ド の と き は 、 ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ の 検 出 値 を 選 択 す る 。 一 方 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド
で あ る こ と が 判 定 さ れ た と き は 、 操 作 ノ ブ ３ ４ が 回 転 し て い る か 否 か の 判 定 が 行 わ れ 、 操
作 ノ ブ ３ ４ が 操 作 さ れ て い な い と き は 、 通 常 の オ ー ト フ ォ ー カ ス 動 作 が 行 わ れ る 。 す な わ
ち 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を 前 後 に 僅 か に 動 か し な が ら 、 図 ２ の Ｈ Ｐ Ｆ ４ ４ か ら 加 算 器 ５
０ で 検 出 さ れ た 焦 点 電 圧 か ら 最 大 焦 点 評 価 値 が 演 算 さ れ 、 こ の 最 大 焦 点 評 価 値 の 位 置 （ 合
焦 位 置 ） ま で フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を 移 動 さ せ る 。 次 に 、 最 大 焦 点 評 価 値 を 検 出 し た か 否
か が 判 定 さ れ 、 こ の 最 大 焦 点 評 価 値 を 検 出 し た と き 、 そ の 位 置 で フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を
停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド 時 に 操 作 ノ ブ ３ ４ が 操 作 さ れ て い る と 判 定 さ れ る と 、 ロ
ー タ リ ー エ ン コ ー ダ ７ ０ の 検 出 値 を 選 択 し て 入 力 す る 。 そ し て 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 量 に
対 応 し た 量 だ け 、 ま た 操 作 ノ ブ ３ ４ の 左 右 の 回 転 方 向 に 対 応 し た 近 距 離 方 向 又 は 遠 距 離 方
向 へ フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を 移 動 さ せ る 。 こ の よ う に し て 、 カ メ ラ マ ン は オ ー ト フ ォ ー カ
ス に よ っ て 制 御 さ れ た 位 置 か ら 、 更 に 修 正 動 作 を 行 う こ と が で き る の で 、 撮 影 状 態 に 最 適
な フ ォ ー カ ス 状 態 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ 、 図 ４ に は マ ニ ュ ア ル モ ー ド と オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド を 切 り 替 え る 切 替 装 置 （ 切
替 手 段 ） ７ ４ の 構 造 図 が 示 さ れ 、 図 ３ は マ ニ ュ ア ル モ ー ド の 状 態 、 図 ４ は オ ー ト フ ォ ー カ
ス モ ー ド の 状 態 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 切 替 装 置 ７ ４ は 、 ク リ ッ ク ボ ー ル ７ ６ に よ っ て 操 作 ノ ブ ３ ４ が 採 り 得 る 二 つ の 位 置
に 応 じ て マ ニ ュ ア ル モ ー ド と オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド に 切 り 替 え る 装 置 で あ る 。 ク リ ッ ク
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ボ ー ル ７ ６ は 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 軸 ７ ８ が 本 体 ３ ２ に 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 ８ ０ の 内 周 面 に
設 け ら れ る と と も に 、 挿 入 孔 ８ ０ の 内 周 面 に 埋 設 さ れ た ス プ リ ン グ ８ ２ の 付 勢 力 に よ っ て
挿 入 孔 ８ ０ の 中 心 に 向 け て 突 出 付 勢 さ れ て い る 。 ま た 、 ク リ ッ ク ボ ー ル ７ ６ が 係 合 す る 溝
８ ４ 、 ８ ６ が 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 軸 ７ ８ に 形 成 さ れ 、 ク リ ッ ク ボ ー ル ７ ６ が 溝 ８ ４ に 係 合
す る こ と に よ り 、 操 作 ノ ブ ３ ４ が 図 ３ の マ ニ ュ ア ル モ ー ド 位 置 に 保 持 さ れ 、 ク リ ッ ク ボ ー
ル ７ ６ が 溝 ８ ６ に 係 合 す る こ と に よ り 、 操 作 ノ ブ ３ ４ が 図 ４ の オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド 位
置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 軸 ７ ８ の 端 部 に は 、 ギ ヤ ８ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の ギ ヤ ８ ８
の 図 ３ 上 で 左 側 面 に は ピ ン ９ ０ が 設 け ら れ 、 ピ ン ９ ０ は ギ ヤ ８ ８ に 埋 設 さ れ た ス プ リ ン グ
９ ２ の 付 勢 力 に よ っ て ギ ヤ ８ ８ の 左 側 面 か ら 外 方 に 突 出 付 勢 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ン ９ ０
が 係 合 す る 凹 部 ９ ４ が 形 成 さ れ た 連 結 板 ９ ６ が 設 け ら れ 、 こ の 連 結 板 ９ ６ は ポ テ ン シ ョ メ
ー タ ６ ６ の 回 転 軸 ６ ７ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 ク リ ッ ク ボ ー ル ７ ６ を 溝 ８ ４ に 係 合 さ せ る と 、 図 ３ の 如 く ギ ヤ ８ ８ が 連 結
板 ９ ６ に 接 近 し 、 こ の 状 態 で 操 作 ノ ブ ３ ４ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 ピ ン ９ ０ が 連 結 板 ９
６ の 凹 部 ９ ４ に 係 合 す る 。 こ れ に よ っ て 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 が 軸 ７ ８ 、 ギ ヤ ８ ８ 、 連 結
板 ９ ６ を 介 し て ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 連 結 板 ９ ６ の 左 側 面 に ス ト ッ パ （ 規 制 部 材 ） ９ ８ が 固 着 さ れ 、 こ の ス ト ッ パ ９ ８
が 当 接 さ れ る ス ト ッ パ （ 規 制 部 材 ） １ ０ ０ が 本 体 ３ ２ に 固 着 さ れ て い る 。 こ の ス ト ッ パ ９
８ は 、 連 結 板 ９ ６ が 略 一 回 転 す る こ と に よ り ス ト ッ パ １ ０ ０ に 当 接 さ れ る た め 、 ポ テ ン シ
ョ メ ー タ ６ ６ は ０ ° ～ 約 ３ ６ ０ ° の 範 囲 で そ の 回 動 が 規 制 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 操 作
ノ ブ ３ ４ を 回 動 す る カ メ ラ マ ン は 、 ス ト ッ パ ９ ８ が ス ト ッ パ １ ０ ０ に 当 接 す る ０ ° ～ 約 ３
６ ０ ° の 範 囲 の 両 端 （ 回 動 規 制 端 ） を 手 で 感 じ 取 る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 時 、 モ ー ド
切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 で あ る の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ か ら の
検 出 値 を 選 択 し 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 ギ ヤ ８ ８ に は ギ ヤ １ ０ ２ が 噛 合 さ れ 、 こ の ギ ヤ １ ０ ２ は 回 転 軸 １ ０ ４ を 介 し て ロ
ー タ リ エ ン コ ー ダ ７ ０ の 回 転 軸 ７ １ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ の 如 く 、 ク リ ッ ク ボ ー ル ７ ６ を 溝 ８ ６ に 係 合 さ せ る と 、 ギ ヤ ８ ８ が 連 結 板 ９
６ か ら 退 避 し 、 ピ ン ９ ０ が 凹 部 ９ ４ か ら 外 れ る た め 、 ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ へ の 回 動 伝 達
が 遮 断 さ れ る が 、 ギ ヤ ８ ８ と ギ ヤ １ ０ ２ の 噛 合 は 保 持 さ れ る 。 よ っ て 、 こ の 状 態 で 操 作 ノ
ブ ３ ４ を 回 動 さ せ る と 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 が 軸 ７ ８ 、 ギ ヤ ８ ８ 、 ギ ヤ １ ０ ２ を 介 し て ロ
ー タ リ エ ン コ ー ダ ７ ０ に 伝 達 さ れ る 。 ま た 、 こ の 時 、 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ は ギ ヤ ８
８ に 押 さ れ て Ｏ Ｎ 状 態 と な る の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ ７ ０ か ら の 検 出 値 を
選 択 し 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ ３ ６ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し た が っ て 、 前 記 の 如 く 構 成 さ れ た 切 替 装 置 ７ ４ に よ れ ば 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 位 置 を 図 ３
、 図 ４ の 如 く 変 更 す る こ と に よ り 、 ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 動 範 囲
の 規 制 を 実 行 （ 図 ３ 参 照 ） ／ 解 除 （ 図 ４ 参 照 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 す な わ ち 、 フ ォ ー カ ス の マ ニ ュ ア ル 操 作 時 に は 、 図 ３ の 如 く 操 作 ノ ブ ３ ４ を 本 体 ３ ２ に
押 し 込 ん で ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 規 制 を 実 行 側 に 切 り 替 え る と と も に 、 ポ テ ン シ ョ
メ ー タ ６ ６ か ら の 検 出 値 を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 実 施 の 形 態 の フ ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８
に よ れ ば 、 マ ニ ュ ア ル 操 作 時 に お い て 、 カ メ ラ マ ン は 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 動 操 作 端 を 手 で 感
じ 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 時 に は 、 図 ４ の 如 く 操 作 ノ ブ ３ ４ を 本 体 ３ ２ か ら 引 き 出 し
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て ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 規 制 を 解 除 側 に 切 り 替 え る と と も に 、 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ
７ ０ か ら の 検 出 値 を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 カ メ ラ マ ン は 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に お い
て 同 一 の 操 作 ノ ブ ３ ４ に よ り 修 正 操 作 を 行 う こ と が で き 、 且 つ 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス 制 御 に
お い て 回 動 操 作 端 を 感 じ る こ と な く 操 作 ノ ブ ３ ４ を 回 動 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ は 、 切 替 装 置 １ ７ ４ の 他 の 実 施 の 形 態 が 示 さ れ 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 し た 切 替 装 置 ７ ４
と 同 一 又 は 類 似 の 部 材 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 切 替 装 置 １ ７ ４ は 、 切 替 用 の ツ マ ミ １ ０ ６ が フ ォ ー カ ス デ マ ン ド ２ ８ の 本 体
３ ２ に 回 転 自 在 に 設 け ら れ 、 ツ マ ミ １ ０ ６ の 回 転 軸 １ ０ ８ の 端 部 に 設 け ら れ た 偏 心 ピ ン １
１ ０ が 、 ギ ヤ ８ ８ の 周 囲 に 形 成 さ れ た 溝 １ １ ２ に 係 合 さ れ て い る 。 ギ ヤ ８ ８ は 、 操 作 ノ ブ
３ ４ の 回 転 軸 ７ ８ に 沿 っ て ス ラ イ ド 自 在 に 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 図 ５ に 示 し た ツ マ ミ １ ０ ６ を 半 回 転 さ せ る と 、 回 転 軸 １ ０ ８ に 対 し て 偏 心
し た 位 置 に あ る 偏 心 ピ ン １ １ ０ が 回 転 軸 １ ０ ８ を 中 心 に 半 回 転 す る 。 こ れ に よ り 、 偏 心 ピ
ン １ １ ０ が 溝 １ １ ２ を 介 し て ギ ヤ ８ ８ を 回 転 軸 ７ ８ に 沿 っ て 押 す た め 、 ギ ヤ ８ ８ が 回 転 軸
７ ８ に 沿 っ て 図 ５ の 左 方 に 移 動 す る 。 こ の 動 作 に よ っ て 、 ギ ヤ ８ ８ に 取 り 付 け ら れ た ピ ン
９ ０ が 連 結 板 ９ ６ の 凹 部 ９ ４ に 係 合 す る の で 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 を 軸 ７ ８ 、 ギ ヤ ８ ８ 、
連 結 板 ９ ６ を 介 し て ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ に 伝 達 す る 動 力 伝 達 系 が 構 成 さ れ る 。 ま た 、 こ
の 時 、 ギ ヤ ８ ８ が モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ か ら 離 間 し 、 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ が Ｏ
Ｆ Ｆ に な る の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は ポ テ ン シ ョ メ ー タ ６ ６ か ら の 検 出 値 を 選 択 し 、 フ ォ ー カ ス
レ ン ズ ３ ６ を 駆 動 す る 。 ま た 、 こ の 時 、 ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 動
範 囲 の 規 制 が 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 で ツ マ ミ を 半 回 転 さ せ る と 、 偏 心 ピ ン １ １ ０ が 回 転 軸 １ ０ ８ を 中 心 に 半
回 転 し 、 偏 心 ピ ン １ １ ０ が 溝 １ １ ２ を 介 し て ギ ヤ ８ ８ を 回 転 軸 ７ ８ に 沿 っ て 押 す た め 、 ギ
ヤ ８ ８ が 回 転 軸 ７ ８ に 沿 っ て 図 ５ の 右 方 に 移 動 す る 。 こ の 動 作 に よ っ て 、 図 ５ の 如 く ピ ン
９ ０ が 連 結 板 ９ ６ の 凹 部 ９ ４ か ら 離 間 す る の で 、 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 転 を 軸 ７ ８ 、 ギ ヤ ８ ８
、 ギ ヤ １ ０ ２ を 介 し て ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ ７ ０ に 伝 達 す る 動 力 伝 達 系 が 構 成 さ れ る 。 ま た
、 こ の 時 、 ギ ヤ ８ ８ が モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ を 押 圧 し 、 モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ ７ ２ が
Ｏ Ｎ に な る の で 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ２ は ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ ７ ０ か ら の 検 出 値 を 選 択 し 、 フ ォ ー カ
ス レ ン ズ ３ ６ を 駆 動 す る 。 ま た 、 こ の 時 、 ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回
動 範 囲 の 規 制 が 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し た が っ て 、 前 記 の 如 く 構 成 さ れ た 切 替 装 置 １ ７ ４ に よ れ ば 、 ツ マ ミ １ ０ ６ を 半 回 転 毎
回 動 さ せ る こ と に よ り 、 ス ト ッ パ ９ ８ 、 １ ０ ０ に よ る 操 作 ノ ブ ３ ４ の 回 動 範 囲 の 規 制 を 実
行 ／ 解 除 （ 図 ５ 参 照 ） す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 の テ レ ビ レ ン ズ の 操 作 装 置 が 適 用 さ れ た テ レ ビ カ メ ラ の 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た テ レ ビ レ ン ズ の オ ー ト フ ォ ー カ ス 装 置 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 マ ニ ュ ア ル モ ー ド の 状 態 を 示 す フ ォ ー カ ス デ マ ン ド の 断 面 図
【 図 ４ 】 オ ー ト フ ォ ー カ ス モ ー ド の 状 態 を 示 す フ ォ ー カ ス デ マ ン ド の 断 面 図
【 図 ５ 】 モ ー ド 切 替 装 置 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 し た フ ォ ー カ ス デ マ ン ド の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ０ … テ レ ビ カ メ ラ 、 １ ２ … レ ン ズ 装 置 、 １ ４ … カ メ ラ 本 体 、 ２ ８ … フ ォ ー カ ス デ マ ン
ド 、 ３ ２ … 本 体 、 ３ ４ … 操 作 ノ ブ 、 ３ ６ … フ ォ ー カ ス レ ン ズ 、 ５ ２ … Ｃ Ｐ Ｕ 、 ６ ６ … ポ テ
ン シ ョ メ ー タ 、 ７ ０ … ロ ー タ リ ー エ ン コ ー ダ 、 ７ ２ … モ ー ド 切 替 え ス イ ッ チ 、 ７ ４ 、 １ ７
４ … 切 替 装 置 、 ７ ６ … ク リ ッ ク ボ ー ル 、 ９ ０ … ピ ン 、 ９ ８ 、 １ ０ ０ … ス ト ッ パ 、 １ ０ ６ …
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ツ マ ミ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(9) JP 2006-313235 A 2006.11.16



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｐ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H051 AA08  FA29  FA30  FA31  FA76  GB20 
　　　　 　　  5C122 DA02  EA42  FD01  FD02  GD00  HA75 

(10) JP 2006-313235 A 2006.11.16


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

